
 
 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

福島西高校 1 学年通信 

第 11 号 

発行日 平成 31 年 1 月 30 日(水) 

おすすめの一冊   「AI VS. 教科書が読めない子どもたち」 新井紀子 著 

学年主任より  

 去年の夏休みにこの本を読んだ。きっかけは、新井氏が AI について書いた新

聞記事を読んだことと、この本が２階中央廊下の図書館の掲示板に紹介されてい

たことだ。タイトルもなかなか刺激的だった。 

 新聞記事の中で、新井氏はシンギュラリティー(※1)について言及していた。「シ

ンギュラリティーは来ない」と。新聞などで近い将来シンギュラリティーが来る

と言う人もいる中で、来ないと断言している理由が知りたかった。 

 新井氏は独自に定義付けをしている。AIについても「真の AI」と「AI技術」

を分けている。この本に書かれているので読んでみてほしい。本の前半には、AI技術を搭載した「東ロボくん」

というロボットが、東京大学の入試に合格できるかという挑戦を通して AI 技術とその限界について書かれて

いる。結論から言えば東ロボくんは東大に合格するまでには至らなかったものの、東の「MARCH(※2)」クラ

ス、西の「関関同立(※3)」クラスの大学の一部の学部には合格できるまでになったという。ところが、東大レ

ベルの合格はまだまだ難しいらしい。AIには、様々なデータを覚え込ませ、問いに対し、その中から正解を探

させるが、言葉を理解しているわけではないらしい。よって読解力が必要な問題文からは正解を導けないのだ

そうだ。 

 

 

 

 これから先、多くの仕事が AI に取って代わるといわれている。一方で、AI にはできない仕事もある。AI

の苦手な読解力などを必要とする仕事だ。（文中で紹介されているので興味のある人は図書館に行って調べて

みよう。） 

 そこで中高生の読解力がどのくらいあるのか調べるために、中学校の教科書程度の文章を読めるかというテ

ストを考案した。これが、皆さんが１２月に受けた RST（リーディングスキルテスト）だ。渡された個表で確

認してみよう。正答率が 70％を割っている場合は中学校の教科書が正しく読めているかがあやしい、というこ

とになるようだ。 

 では、どうすれば読解力は身につくのか。ここが皆さんも大いに関心があるところだろうが、現在までの調

査では、データとしてはこれというものはないらしい。現在も調査中で、次回出す本では言及したいとのこと

だ。ただ、多読で速読するよりも精読、また論理的な文章を読んだり書いたりする機会が増えると読解力がつ

いてくるというのが荒井氏の仮説だ。そう思える実例もあるそうだ。(これについても文中に書かれているので

読んでみよう。)                                    …次号に続く 

※1 技術的特異点ともいわれ、平たくいえば AIの知能が人間の知能を超える転換点のこと 

※2 明治大学、青山学院大学、立教大学、中央大学、法政大学 

※3 関西大学、関西学院大学、同志社大学、立命館大学 

 

Ⅰ期選抜・期間中の過ごし方 

・学年末考査が近づきます。各科目で出される課題にしっかり取り組もう。 

・入試期間中の部活動については、校地に入れない日がありますので、顧問の先生の指示をよく聞いて下さい。 

・インフルエンザにかかったり、事故に遭遇したりした場合は、学校まで電話連絡をお願いします。 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■２月の行事予定 ■ 

日 曜 予 定 

1/30 水 授業③④⑤、大掃除 

放課（13:00～校舎内立入禁止） 

1/31 木 Ⅰ期選抜（生徒休業・校地内立入禁止） 

1 金 Ⅰ期選抜（生徒休業・校地内立入禁止） 

2 土 （校舎内立入禁止） 

3 日 （校舎内立入禁止） 

4 月 ①②③授業、放課（12:15～校地内立入禁止） 

5 火  

6 水  

7 木 考査 1 週間前 

8 金  

9 土  

10 日  

11 月 建国記念日 

12 火  

13 水  

14 木 学年末考査 

15 金 学年末考査 

16 土  

17 日  

18 月 学年末考査          SC 

19 火 学年末考査 

20 水  

21 木  

22 金 西高展～25（市民ギャラリー） 

23 土  

24 日  

25 月 SC 

26 火  

27 水  

28 木 卒業式予行、他 

3/1 金 卒業証書授与式 

            SC…スクールカウンセラー来校日 

 

３月の主な行事予定 

     ７日(木) Ⅱ期選抜 ＊14日まで特別日程 

     19日(火) スポーツ行事 

     20日(水) 終業式 

     21日(木) 春季休業～4/7 

     29日(金) 離任式 

２

９ 

【特別企画】〇〇先生からのメッセージ②…金子先生 

まさかの時の友が真の友 

～人との出会いを大切にして、 

自分自身と向き合うことも忘れずに。～ 

 

 ３学期が始まり、まもなく高校生活の１年目が過ぎようとしていま

す。さて、みなさんにとって、この１年はどのようなものでしたか？ 

 学年通信４月号に書いた通り、私は超スロースターターで、高校教

諭に採用されて６年目が終わろうとしています。なぜ、この場に立て

ているのか、未だに不思議な気持ちがあります。漠然と「教員になり

たい」という思いを大切にしていたことと、人との出会いに恵まれた

からかと感じています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

震災後、連絡の途絶えていたホストファミリーから安否を問う温か

いカードを受け取ったのも頑張ろうと思ったきっかけの１つです。た

った２、3 日を何十年も前に過ごしただけでも、繋がっている、言葉

の持つ力に感動しました。みなさんも、人との関わりを大切に、自分

の思いを持ち続けてください。自分のアンテナにひっかかるものは調

べ、経験すると良いです。 

取りかかりは早めにネ！ 

 

 


